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視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 26 日実施） 

（平成 28年度策

定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（３月 19 日実施） 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①社会で活用でき 
る基礎・基本
的な学力の定
着と、他者と
関わるための
力の習得を目
指し、きめ細
やかな学習指
導を行う。 

②育てたい生徒像 
の実現に向け
た教育課程の
再編成を行
う。 

①生徒の学習課題
を把握し、効果
的な指導方法や
教材の工夫を行
う。 

 
 
 
 
②コミュニケーシ
ョン力、行動力
の育成を目指し
た教育課程の見
直しを行う。 

①ＴＴや小集団学習を
活用し、教科ごとに
課題解決型学習を増
やし、授業改善研修
会等で、取組を全教
科で共有し、一層の
授業改善を図る。 

 
 
②新学習指導要領の研
究を進め、コミュニ
ケーション力、行動
力の育成に資する新
教育課程編成の準備
を行う。 

 

①生徒による授業
評価の中の「基
礎学力」と「話
し合いの機会」
の数値が３以上
か。 

 
 
 
②新教育課程実施
に向けた案を作
成できたか。 

①12 月実施の第
２回授業評価で
「基礎学力」
「話し合いの機
会」がそれぞれ
3.2、3.3 とな
り、当初の目標
を達成した。 

 
②新学習指導要領
に係る校内研修
を実施し、新教
育課程編成へ向
け、各教科で教
科目標等の検討
を行った。 

①今後も組織的授業改
善に取り組み、生徒
のコミュニケーショ
ン力の向上を目指し
て、全教科で「話し
合いの機会」をより
多く設け、授業評価
における数値を 3.3
以上にする。 

①生徒の学習実態を的
確に把握し、ＴＴの
あり方を校内研修等
で研究し実践する。 

②各教科の検討結果を
評価・修正し、本校
定時制として必要な
新教育課程の編成を
行う。 

ＩＣＴを利活用した授
業を進めてはどうか。
視覚化等の面で、生徒
にとってわかりやすい
授業となる効果が見込
まれる。 
形にとらわれないアク
ティブ・ラーニングが
必要である。 

①生徒の学習課題の中
で、基礎学力・コミ
ュニケーション力に
焦点をあてており、
生徒による授業評価
の「基礎学力」「話
し合いの機会」の数
値目標は達成され
た。基礎学力・コミ
ュニケーション力の
向上は更に必要であ
り、その向上に資す
る授業を研究する必
要がある。 

②新学習指導要領の研
究、新教育課程の検
討を行うことができ
た。 

①生徒のコミュニケー
ション力の向上を目
指し、全教科で「話
し合いの機会」をよ
り多く設け、授業評
価における数値を
3.3 以上にする。ま
た、基礎学力の向上
を目指し、ＴＴやＩ
ＣＴ、学び直し等を
効果的に活用するた
めの組織的授業改善
に取り組む。 

②コミュニケーション
力、行動力の育成を
目指した教育課程の
編成に取り組む。 

２ 生徒指導・支援 

①モラル･マナー･ 
ルールを遵守
する心を育成
し、高校生と
して良識ある
行動ができる
ように、規範
意識と生活習
慣を身につけ
させる。 

②生徒が安心して
活動できるため
の支援体制の充
実を図るととも
に、コミュニケ
ーション力を育
成する。 

①生徒に規範意識
と生活習慣を身
につけさせるた
め、全教職員で
指導方針の共有
を図り、職員一
丸となった生徒
指導を行う。 

 
 
②ＳＣ及びＳＳＷ  
 や学習サポート  
 員等を活用した
生徒支援体制の
充実を図る。 

①職員会議等で指導方
針の共有化を図ると
ともに、文書化し非
常勤講師を含め、職
員一丸となった生徒
指導を行う。 

 
 
 
 
②ＳＣ及びＳＳＷに職
員向け研修を企画・
実施し、職員の意識
啓発を図るとともに
、教育相談コーディ
ネーターを中心とし
た支援体制の整備・
充実を図る。また、
個別の支援が必要な
生徒に対する支援体
制を構築する。 

①指導方針を文書
化し、全職員で
共有し、生徒指
導を行ったか。 

 
 
 
 
 
 
②ＳＣ・ＳＳＷの
職員に対する研
修 、 ケ ー ス 会
議、コンサルテ
ー シ ョ ン の 回
数。 

 学習サポート員
等と連携し、個
別の支援等を行
うことができた
か。 

①年度当初に生徒
指導規定を全職
員に配布し、啓
発・周知・共有
化を図った。ま
た、いじめ防止
等のための基本
方針と対策マニ
ュアルの改訂を
行った。 

②年度当初にＳＳ
Ｗによる職員研
修を実施し、Ｓ
ＳＷの活動の理
解及びコミュニ
ケーションが深
まった。 

②ケース会議は、
常にＳＳＷに参
加を要請し、２
学期までに９回
実施、会議の回
数が増加した。 

②外国つながり・
高齢者の生徒、
理科の実験準
備、キャリア教
育の学習サポー
ト員を雇用し、
支援体制の充実
を図った。 

①非常勤職員に徹底周
知しきれていない部
分があり、次年度４
月に非常勤職員向け
オリエンテーション
を行う。 

 
 
 
 
②教育相談コーディネ
ーターがハブ役とな
り、職員や生徒がＳ
ＳＷとのコンサルテ
ーションの機会をよ
り多く持てるように
マネジメントし、ケ
ース会議についても
より即時的に、かつ
機動的に実施できる
ようにし、前年度よ
り多く（きめ細か
に）ケース会議を設
定する。 

②学習サポート員は年
度単位の事業なの
で、次年度も継続し
て支援を行う。 

日常や授業を見ても生
徒は落ち着いている。
一方で、支援が必要な
生徒が増えた印象があ
る。子どもたちの「生
きづらさ」があること
を理解することが必要
である。授業を活用し
て自己肯定感を高めて
いく取組を行って欲し
い。 
成果をいかに評価する
か、生徒・保護者に徹
底する必要がある。 

①生徒指導規定を全職
員に配布し、啓発・
周知・共有化を図る
ことにより、職員が
一丸となった生徒指
導を行ったが、その
取組を非常勤講師ま
で広げるには至って
いない。 

②ケース会議はＳＳＷ
も参加し、迅速で丁
寧な検討・対応がで
きた。更に全職員が
ＳＳＷ等の専門的知
識を有する職員の役
割を理解し、活用で
きる体制をつくる必
要がある。 

②外国つながりの生
徒・高齢の生徒への
個別の支援、及び理
科の特色ある授業の
実験準備、キャリア
教育の推進につい
て、学習サポート員
の活用により成果を
挙げた。 

①全教職員で指導方針
の共有を図り、職員
一丸となった生徒指
導を行うことを目標
に、指導方針等を文
書化し、全職員で共
有するとともに、４
月に非常勤職員対象
のオリエンテーショ
ンを行う。 

②引き続き、ケース会
議にＳＳＷが参加
し、迅速で丁寧な検
討・対応を行う。 
また、コミュニケー
ションが苦手な生徒
について、生徒や保
護者との連携を図り
ながらケース会議で
取り扱うことを検討
する。更にＳＳＷ等
の専門的知識を有効
に活用する体制の構
築を行う。 

②学習サポート員の活
用による個別の支援
等は継続して行う。 



 

視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 26 日実施） 

（平成 28年度策

定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（３月 19 日実施） 
成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりが
将来設計を考え、
進路決定できる力
を育成するととも
に、進路実現を可
能とするために、
計画的かつ系統的
な指導・支援体制
の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 

生徒に働くことの
価値について学ば
せるため、前年度
の内容に加え、新
らたなキャリアプ
ログラムを実施す
る。 

総合的な学習の時間や
ＬＨＲ等を活用し、Ｎ
ＰＯや地域の人材等と
連携して、ワークショ
ップなどアクティブ・
ラーニングを積極的に
取り入れたプログラム
を実施する。また、働
くことの価値を実体験
の中で学ばせるため、
インターンシップを積
極的に活用する。 

総合的な学習の時
間やＬＨＲ等にお
いて、新たなキャ
リアプログラムを
実施できたか。 
インターンシップ
への生徒の参加割
合が上がったか。 

ＮＰＯや地域の人
材と連携しながら
対話やグループワ
ークを取り入れた
新たなキャリアプ
ログラムを計画的
に実践した。 
インターンシップ
に取り組んだ生徒
は２人であった
が、内向的でアル
バイトをしていな
い生徒が体験した
ことに意味があ
る。 

コミュニケーションが
苦手な生徒に対して、
キャリアと就職指導と
学習支援を有機的に統
合して、どうやって社
会に出て自立して働く
力を身に付けさせるか
というプログラムを構
築する。 
地元の商工会議所等と
連携して、地域におけ
るインターンシップ事
業を拡大し、協力企業
を増やし、参加者を増
加させる。 

何故働かなければなら
ないか、何のために働
くのか、働く意義を学
習する機会を設ける必
要があるのではない
か。体験をはじめとし
た「感じる授業」を行
って欲しい。また、青
年会議所でも様々なプ
ログラムを行っている
ので活用して欲しい。 

生徒に働くことの価値
を学ばせるため、ＮＰ
Ｏや地域の人材と連携
し、新たなキャリアプ
ログラムを計画的に実
践した。就職指導に関
して、コミュニケーシ
ョンが苦手な生徒に対
する手立てを構築する
必要がある。インター
ンシップは、アルバイ
トをしていない生徒が
体験したことは成果で
あるが、参加割合を上
げる必要がある。 

コミュニケーションが
苦手な生徒に対して、
社会で自立して働く力
を身に付けさせるため
に、４年間を見通して
キャリアと就職指導と
学習支援を有機的に統
合したプログラムを構
築する。また、地元の
商工会議所等と連携し
て、地域におけるイン
ターンシップ事業を拡
大し、協力企業を増や
し、参加者を増加させ
る。 

４ 地域等との協働 

学校からの情報
発信を積極的に
行うとともに、
家庭・地域社会
との連携や交流
を推進し、地域
に愛される学校
づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
 
 
 

地域との連携や交
流を継続・発展さ
せるため、生徒が
参加しやすい形態
を構築し、生徒の
参加活動をキャリ
ア教育の中に位置
づ け て い く 。 ま
た 、 学 校 と 保 護
者・地域等が協働
し、生徒を支える
学校づくり及び地
域を担う人材育成
を目指すための、
新たな取組への研
究を行う。 

地域との連携や交流を
継続・発展させるた
め、生徒への事前指導
や教員の指導体制を整
備し、生徒の地域行事
等への参加を積極的に
勧め、参加した生徒に
活動を振り返らせるこ
とで、自己のキャリア
形成を意識させる。ま
た、本校らしいコミュ
ニティ・スクールの研
究を行う。 

生徒の振り返りが
活動に対して肯定
的であったか。 
コミュニティ・ス
クールのイメージ
を描くことができ
たか。 

今年度も近隣の小
学校との「農業体
験交流」や特別支
援学校・老人ホー
ムへの訪問、中村
自治会ほたる祭り
への露店参加とい
った行事を実施し
た。その結果、地
域との連帯を深め
ることができた。 
１学期はコミュニ
ティ・スクール通
信を９回配信し、
イメージ作りを行
った。10 月に次
年度指定校に決定
し、２学期は全定
合同研修会の実
施、検討会議の設
置等を行い、実務
に入った。 

年々、行事への参加生
徒が減少している。生
徒への働きかけに工夫
を要するとともに、生
徒への教育的効果を考
え、今後も粘り強く継
続的に行事を実施す
る。 
コミュニティ・スクー
ルについては、指定校
になったことから、研
究にとどまらず、実施
計画まで進めた。今後
はＰＤＣＡサイクルの
ＤＣＡを的確に行う。 
 
 
 
 
 

地域貢献に取り組むと
ともに、地域の力を活
かして様々な取組を行
って欲しい。 
「学校へ行こう週間」
の案内等、ホームペー
ジを利用して、学校か
らの情報発信を積極的
に行って欲しい。 

農業体験交流、特別支
援学校・老人ホームへ
の訪問、中村自治会ほ
たる祭りへのボランテ
ィア参加と、地域との
連携や交流は継続して
行っているが、参加生
徒が減少しており、発
展させるための取組が
不十分である。 
コミュニティ・スクー
ルについては、指定校
になったことから、イ
メージ作りに留まら
ず、全定合同研修会の
実施、検討会議の設置
等を経て、実施計画の
作成まで進めることが
できた。 

地域との連携や交流に
ついては、生徒への教
育的効果を考え、今後
も粘り強く継続的に行
事を実施する。また、
生徒への働きかけの工
夫等で参加数を増加さ
せるとともに、コミュ
ニティ・スクール等を
活用し、地域の力を活
かしながら、発展させ
る手立てを構築する。 
コミュニティ・スクー
ルについては、指定校
になったことから、今
後はＰＤＣＡサイクル
のＤＣＡに取り組む。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①事故・不祥事
の防止を徹底
す る と と も
に、防災意識
を高め、安全
教育を推進す
る。 

②いのちを大切
にする心、い
じめを許さな
い心を育む教
育 を 推 進 す
る。 

 
 
 
 

①事故・不祥事防
止に向け、ナレ
ッジマネジメン
トを徹底する。 

①夜間定時制とし
ての防災体制の
確立を図る。 

②「共生・いのち 
・生きる」を考
えさせる取組を
通して、いのち
を 大 切 に す る
心、他者を理解
する心等を育む
とともにいじめ
の 抑 止 に 繋 げ
る。 

①知識共有のためのフ
ァイル管理を進め、
作業の効率化、可視
化を進める。 

①夜間における災害発
生に備えた体制作り
や訓練を行う。 

②「共生･いのち･生き
る」を考える授業を
各学期に行う。 

①ファイル管理の
進捗状況。 

①防災宿泊訓練を
実施し、防災意
識を高めたか。 

 
 
②「共生･いのち･
生きる」を考え
る授業を何回行
うことができた
か。また、いの
ちを大切にする
心、他者を理解
する心を育むこ
とができたか。 

①知識共有のため
にファイル管理
方法をグループ
毎に変更し、作
業の効率化、可
視化を行った。 

①夜間における災
害発生を想定し
た防災宿泊訓練
を実施、生徒の
防災意識向上に
良好なアンケー
ト結果を得た。 

②「共生･いのち･
生きる」を考え
る授業を年間６
回行ない、生徒
の人権感覚向上
に努めた。 

①継続して行っていく
ことにより、一層の
効率化、可視化を図
る。 

①次年度はより地域と
連携して、今年度以
上に実践的に、電
気・水道等のライフ
ラインが全て使用で
きないという設定で
行う。ただし、生徒
や職員の健康面での
配慮を行う。 

②「共生･いのち･生き
る」の授業で用いる
視聴覚教材を更新す
る。 

生きることの意義を学
ぶことに力を入れて欲
しい。それを感じるこ
とができる授業がある
と良い。 
定時制は生徒数が減っ
ている。定時制を必要
とする生徒のために、
存続する手立てを構築
して欲しい。 
教室の清掃が不十分と
感じた。環境美化の徹
底を図って欲しい。 

①知識共有のためにフ
ァイル管理方法をグ
ループ毎に変更し、
作業の効率化、可視
化を行い、ナレッジ
マネジメントを推進
した。 

①夜間における災害発
生を想定した防災宿
泊訓練を実施し、生
徒の防災意識向上に
良好なアンケート結
果を得た。 

②「共生･いのち･生き
る」を考える授業を
年間６回行い、生徒
の人権感覚向上に努
めた。 

①ナレッジマネジメン
トの推進を継続して
行い、一層の効率
化、可視化を図る。 

①地域との連携を強化
し、生徒や職員の健
康面の配慮を行いな
がら、電気・水道等
のライフラインが全
て使用できないとい
う設定で防災宿泊訓
練を行うことを検討
する。 

②引き続き「共生･い
のち･生きる」の授
業を行うとともに、
視聴覚教材を更新す
る。 

②学習環境の整備を進
める。 

   


